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学術および科学技術の研究振興政策に関する要望 

 

平成 21 年 12 月 3 日 

生物科学学会連合 

 

 行政刷新会議の作業グループにより行われた科学技術分野に関する事業仕分けの審

議および判定に関しまして、我が国の基礎生物科学関連の24学会（会員総数72,000名）

からなる生物科学学会連合として以下のように要望いたします。 

  

 今回の事業仕分けは、複雑な支援制度の課題を指摘するなど評価すべき新たな試みで

あると思います。しかしながら、短期的収益のみを求め、長期的な視野に欠けており、

また研究現場の実情を十分理解していないと思われる点が多々あります。学術・科学技

術は長い時間をかけて成熟し発展するものであり、短絡的な結論によりそれを一度途絶

えさせてしまうと、その回復には長い時間が必要となります。学術・科学技術の予算編

成にあたり、「科学技術創造立国日本」としての長期的な視野に立ち、とくに以下の点

につき、専門家の意見を取り入れて将来に禍根を残すことのないよう、一層の配慮をお

願い申し上げます。 
 

（１）基盤的研究の継続的な支援 

 自然科学の研究は、自然が示す複雑かつ精緻な仕組みを解明し、人類の知的好奇心を

満たす基礎科学であるとともに、産業の基盤として国民生活の向上および経済の発展に

大きく寄与するものであり、我が国の持続的発展にとって必要不可欠なものです。科学

研究は、国や機関の定める研究プロジェクトに沿ったトップダウン型研究と、研究者の

自由で自発的な発想に基づいたボトムアップ型研究の二者によって支えられており、こ

の二者は科学研究と教育に対する相補的な役割を担ってきました。遺伝子組換え技術や

昨今話題となっているｉＰＳ細胞など、真に革命的なイノベーションは、ほとんど例外



なく科学的な好奇心に基づく基礎研究から生まれています。そうした科学技術の基盤と

なる科学研究費補助金を中心とするボトムアップ型研究の研究費を縮減することなく

継続的に支援していただくよう要望します。 

 また、バイオリソース事業など生物科学の発展のための基盤事業についても否定的な

判定が出ておりますが、こうした事業は長い時間をかけて蓄積してきた研究材料・技

術・知識・情報を、産業界も含めた研究者コミュニティーに提供するものであり、一度

失うと取り戻すことができません。基盤的事業の継続を求めます。 

 

（２）若手研究者に対する体系的な育成・支援 

 若手研究者の育成は、国の研究能力の向上と維持のために必須であることは言うまで

もありません。博士学位を持つ若手研究者（ポスドク）は、科学技術を担う中心的な存

在です。ポスドクを研究職に就けない若手研究者として救済の対象とみなすことは根本

的な誤りです。ポスドク等の任期つき研究者に関しては、わが国の科学技術の基本的な

担い手であるという位置づけを行い、彼らの創意性と自立性が十分に発揮できるよう、

科学研究費補助金若手研究などによる研究支援を強化することを要望します。一方で、

大学等においては運営費交付金の恒常的削減により安定な研究職が年々減少している

現実があり、これは若い研究者の夢を砕き、頭脳の海外流失を促すものです。まずは、

こうした基盤的経費の恒常的削減を大幅な増加に転じることが重要であり、その上では

じめて競争的資金が有効に機能するものと思います。 
 日本の大学院においては、大学院生は教育を受ける学生であるとともに、研究の主要

な担い手です。このような大学院生は、日本の宝とも言うべきものであり、研究に応じ

た競争的支援制度（現行の日本学術振興会特別研究員 DC1, DC2）に加え、授業料免除、

奨学金などの政策メニューを体系的に再検討し、欧米並か少なくとも現状以上の支援を

要望します。また、大学院生からポスドク、さらにポスドクから安定的研究職に就く過

程で、養成した多くの女性研究者が失われている現状があり、日本の女性研究者比率は

先進 34 カ国中最下位です。優れた研究は多様な研究者集団から生まれるものです。「科

学技術創造立国日本」として、学術・科学技術分野での優れた人材の発掘・育成・登用

を積極的に促進するため、若手研究者の支援とともに、女性研究者育成の支援の拡充を

要望します。 

 

 なお、今回の事業仕分けの過程において、現場から乖離した議論が多々見受けられま

す。政策立案、予算編成、トップダウン型プロジェクトの選定等に際しては、学会等と

の幅広い情報交換を促進する制度を整備・拡充し、現場の声をよりいっそう反映したも

のとすることを強く要望します。 
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